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決算概要　　　　　　　　　　　　　２～５
マイナンバー制度が始まります！　　６～７
健康公園に行こう！　　　　　　　　８～９
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　９月５日㈯に水と緑の杜公園でワンデーチャレンジが開催されました。おもちゃ
づくりコーナーでは水鉄砲やオリジナルヨーヨーを作ることができ、子どもたちは
自分で作った手作りのおもちゃで夢中になって遊んでいました。（21ページに掲載）

手づくり水鉄砲に挑戦！～ワンデーチャレンジ～
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平成26年度 平成25年度 増減額 増減率
歳入総額 151億9,609万４千円 152億6,429万９千円 －6,820万５千円 －0.4%
歳出総額 142億4,462万２千円 141億9,016万6千円 5,445万６千円 0.4%
形式収支 ９億5,147万２千円 10億7,413万3千円 －1億2,266万１千円 －11.4%
繰越充当財源 8,000万２千円 ２億1,471万円 －1億3,470万８千円 －62.7%
実質収支 ８億7,147万円 ８億5,942万３千円 1,204万７千円 1.4%

　町の平成26年度の決算は下表のとおりです。平成25年度に比べ、歳入は町民税などが増収したことにより
町税全体では過去最大規模となったものの、国庫支出金の減などが主な要因で6,820万５千円（0.4％）の減、
歳出は元長窪広場の整備や中土狩第二広場の用地取得が完了したこと、町立幼稚園への空調機器設置などが
主な要因で5,445万６千円（0.4％）の増となりました。
　形式収支（歳入歳出の差）は、９億5,147万２千円の黒字で、平成25年度に比べ１億2,266万１千円の減、
形式収支から平成27年度への繰越事業に充当する財源を差し引いた実質収支は、８億7,147万円の黒字とな
りました。

決算概要
―平成26年度、町の家計簿―

　町の歳入を財源構成からみると、町が自らの権限で収納し、使い道についても自主的に決めることができ
る町税や繰入金などで構成する「自主財源」と、国や県により決められた額が交付される国庫支出金や県支
出金などで構成する「依存財源」に分類することができ、自主財源の割合が高いことが好ましい財政状況と
いえます。
　平成26年度決算の自主財源と依存財源の構成比は、町税などからなる自主財源比率が80.6％で、前年度を
4.5ポイント上回りました。この主な要因は、過去最大規模の町税を確保したことと、国庫支出金や県支出
金などの依存財源が減ったことによるもので、自主財源比率が高い状況が続いています。

一般会計【歳入】
町の収入のうち80.6％が自主財源

歳　入
151億

9,609万４千円

自主財源80.6％
依存財源19.4％

※町税のうち都市計画税４億8,966万８千円は、
　街路や下水道の整備に充てました。

町税
99億9,052万７千円（65.8％）

繰越金
10億7,413万３千円（7.1％）

諸収入
４億7,444万３千円（3.1％）

繰入金
２億9,242万７千円（1.9％）

分担金及び負担金
２億1,009万３千円（1.4％）

使用料及び手数料
１億7,969万９千円（1.2％）

財産収入
2,139万６千円（0.1％）

寄附金
170万円（0.0％）

国庫支出金
13億1,951万円（8.7％）

県支出金
６億8,840万５千円（4.5％）

地方消費税交付金
５億2,321万４千円（3.4％）

地方譲与税
１億80万２千円（0.7％）

町債
9,500万円（0.6％）

その他
２億2,474万５千円（1.5％）

※（　）は構成比
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■町立幼稚園の空調機器整備（2,600万円）
■竹原グラウンドの人工芝生張替え工事
　（１億600万円）
■住宅用新・省エネルギーシステム設置費補助金
　（1,300万円）
■大規模地震に備えた防災体制の充実・強化
　（5,500万円）
■高機能消防指令センターシステムの整備
　（9,600万円）
■消防救急デジタル無線の整備（3,400万円）
■都市計画道路池田柊線の整備（１億1,200万円）
■身近な広場の整備（１億5,600万円）

歳　出
(目的別)
142億

4,462万２千円

維持補修費
２億1,786万６千円（1.6％）
公債費
５億4,131万９千円（3.8％）
補助費等
６億1,559万３千円（4.3％）
繰出金
14億503万４千円
（9.9％）
積立金
15億188万７千円
（10.5％）
人件費
20億132万１千円
（14.1％） 普通建設事業費

22億9,928万６千円
（16.1％）

扶助費
23億6,506万６千円
（16.6％）

物件費
30億9,197万５千円
（21.7％）

投資・出資・貸付金
２億527万５千円

（1.4％）

農林水産業費
１億944万９千円（0.8％）

商工費
１億932万８千円（0.8％）

労働費
5,369万８千円（0.4％）

民生費
41億3,725万４千円
（29.0％）

総務費
21億8,733万６千円
（15.3％）

教育費
20億8,031万２千円
（14.6％）

衛生費
17億6,356万９千円
（12.4％）

※（　）は構成比 ※（　）は構成比

土木費
16億5,260万１千円
（11.6％）

諸支出金
８億133万３千円
（5.6％）

消防費
６億7,677万９千円（4.8％）

公債費
５億4,131万９千円（3.8％）

議会費
１億3,164万４千円（0.9％）

歳　出
(性質別)
142億

4,462万２千円

目的別では民生費、性質別では物件費がトップ
一般会計【歳出】
　自治体の支出は総務や土木など行政事務のおおよその配分状況が分かるよう行政目的別に区分した「目的
別経費」と、予算の使用内容によって、執行経費を人件費や物件費、普通建設事業費など経済的性質別に区
分し、財政体質を見る「性質別経費」に分けられます。
　目的別では、民生費が障害者自立支援費の増などにより最も多く、性質別では、物件費がマイナンバー（社
会保障・税番号）制度の導入に向けた住民情報システムの改修や道路台帳のデジタル化などにより最も多く
なりました。

目的別 性質別

平成26年度に実施した主な事業
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区分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
国民健康保険事業 40億2,501万７千円 38億5,586万円 １億6,915万７千円
後期高齢者医療 ６億4,903万１千円 ６億3,989万２千円 913万９千円
介護保険事業 24億3,810万３千円 23億1,901万１千円 １億1,909万２千円
下水道事業 ８億7,966万４千円 ７億9,719万６千円 8,246万８千円
土地取得事業 65万９千円 65万９千円 ０円

水道事業 収益的（運営面） ５億1,155万６千円 ４億664万９千円 １億490万７千円
資本的（設備面） ２億2,307万２千円 ５億1,437万１千円 ※－２億9,129万９千円

特別会計【歳入・歳出】
　特別会計とは特定の事業を行うために法律や条例に基づき、一般会計と区別して管理し事業を行う会計で
す。また、水道事業は、地方公営企業法の適用を受け、発生主義に基づく企業会計方式が採用されています。

※不足額については過年度分損益勘定留保資金などで補てんしました。

　下記のグラフを見ると、他市町と比較して、財政調整基金（貯金）を高い水準で維持していきながら、健
全な財政運営により、地方債残高（借金）を減らしていることがわかります。
　なお、基金には財政調整基金以外に、町営住宅修繕基金や衛生施設建設基金、公共施設長寿命化基金など
の、特定した目的のための基金があります。

町の貯金と借金
貯金を高い水準で維持しつつ、借金は減少傾向

住民１人当たりの財政調整基金（貯金） 住民１人当たりの地方債残高（借金）

※「近隣市町平均」は沼津市、三島市、御殿場市、裾野市、小山町、清水町、函南町を平均化したものです。

H26年度H25年度H24年度H23年度H22年度 00
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101,125

100,175

41,932

37,183

34,699

37,891

323,792

328,143

327,802 333,445

331,763

長泉町 近隣市町平均長泉町 近隣市町平均

113,227

38,304
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、各自治体は財政の健全性に関する比率（健全化判
断比率・資金不足比率）を平成19年度決算から公表しています。
　町では、これまで自主財源の確保や起債の抑制、事務事業評価による事業の見直しなどを積極的に行って
きたことにより、いずれの比率も健全な財政状況を示しています。

　企業会計の資金不足の割合を表し、比率が大きい
ほど資金不足が生じていることになります。長泉町
には２つの企業会計がありますが、いずれも資金不
足はありませんでした。

資金不足比率

長泉町 ※経営健全化基準
水道事業会計 － 20.0％
下水道事業
特 別 会 計 － 20.0％

町の財政状況の診断
すべての項目で「健全」な段階

●問い合わせ●　企画財政課　☎989‐5503

早期健全化基準：自主的な改善による財政の健全化が必要な段階
財政の健全性が
高い段階

財政再生基準：財政再生に国などの関与が必要な段階

　比率が高いほど町の借金返済が難しい状況といえ
ます。前年度と比べて1.1ポイント下回りました。

実質公債費比率

Ｈ26
3.9％

Ｈ25
5.0％

Ｈ24
6.4％ 25.0％ 35.0％

健全性高 健全性低

連結実質赤字比率
　比率が高いほど特別会計などを含めた全会計の赤
字の解消が難しくなります。
　長泉町の場合は赤字が生じていないため「－」と
表記しています。
Ｈ24･25･26
「－」

Ｈ23
7.3％ 18.37％ 30.00％

健全性高 健全性低

　比率が高いほど普通会計の赤字の解消が難しくな
ります。長泉町の場合は赤字が生じていないため「－」
と表記しています。

実質赤字比率

Ｈ24･25･26
「－」

Ｈ23
7.3％ 13.37％ 20.00％

健全性高 健全性低

将来負担比率
　町の負債が標準的な年間収入の中でどれほどの割
合を占めるかを表します。比率が高いほど負債が将
来の財政運営を圧迫します。平成26年度も負債の返
済に充てることができる基金などが、実質的な負債
額を上回ったため「－」と表記しています。
Ｈ24･25･26
「－」

Ｈ23
7.3％ 350.0％

健全性高 健全性低

※�基準を越えた場合、自主的な改善による財
政の健全化が必要
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マイナンバー制度が
始まります！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
日
本
国
内
に
住

民
登
録
の
あ
る
全
て
の
方
に
通
知
さ
れ

る
、
一
人
一
人
異
な
る
12
桁
の
番
号
で

す
。
番
号
か
ら
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
住
所
や
生
年
月
日
な

ど
と
は
関
係
の
な
い
番
号
が
割
り
当
て

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
法
人
に
も
１
法
人
に
つ
き
１

つ
の
法
人
番
号
（
13
桁
）
が
指
定
さ
れ

ま
す
。

10月から、マイナンバー（社会保障・税番号）の通知が始まり、平成28年１月から利用が開始されま
す。ここでは、マイナンバー制度の概要や今後のスケジュールをお知らせします。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
は
、
法
律
に

規
定
さ
れ
た
「
社
会
保
障
」「
税
」「
災

害
対
策
」
の
分
野
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
社
会
保
障

　

�

医
療
保
険
給
付
の
請
求
、
福
祉
分
野

の
給
付
、
生
活
保
護
な
ど

■
税
関
係
の
手
続
き

　

�

確
定
申
告
書
、
法
定
調
書
へ
の
記
載

な
ど

■
災
害
対
策

　

�

防
災
・
災
害
対
策
の
事
務
、
被
災
者

台
帳
の
作
成
事
務
な
ど

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
の

メ
リ
ッ
ト

■
公
平
か
つ
公
正
な
社
会
の
実
現

　
所
得
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況

を
把
握
し
や
す
く
な
り
、
負
担
を
不
当

に
免
れ
た
り
給
付
を
不
正
に
受
け
た
り

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
ほ
か
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
方
に
き
め
細
か
な
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
住
民
の
利
便
性
の
向
上

　
福
祉
な
ど
の
申
請
時
に
用
意
す
る
書

類
が
減
り
、
手
続
き
も
簡
素
化
さ
れ
住

民
の
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

　
行
政
機
関
が
保
有
す
る
自
分
の
情
報

の
確
認
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

■
行
政
の
効
率
化

　
行
政
事
務
が
効
率
化
さ
れ
、
手
続
き

が
正
確
で
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
住
民
ニ

―
ズ
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
こ
た
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ�

．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
使
わ
な
い

の
で
通
知
カ
ー
ド
は
い
ら
な
い

の
で
す
が
。

Ａ�

．
平
成
28
年
１
月
以
降
は
、
行

政
機
関
な
ど
へ
の
申
請
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

Ｑ�

．
個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る

お
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ�

．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
安
心
・
安

全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

制
度
と
シ
ス
テ
ム
の
両
面
か
ら

個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の

措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
法
律

に
定
め
ら
れ
た
場
合
を
除
き
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
収
集
・
保
管

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

個
人
情
報
を
分
散
管
理
す
る
こ

と
に
よ
り
芋
づ
る
式
の
情
報
漏

え
い
を
阻
止
し
ま
す
。
行
政
機

関
の
間
の
や
り
と
り
で
も
直
接

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
使
用
せ
ず
、

シ
ス
テ
ム
使
用
者
を
制
限
し
、

通
信
す
る
場
合
は
暗
号
化
を
行

い
ま
す
。
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マイナンバー制度についての詳細は

■内閣官房ホームページ
　HP http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

●問い合わせ●
・マイナンバー制度について　企画財政課　☎989‐5504
・通知カード、個人番号カードについて　住民窓口課　☎989‐5509

マイナンバーコールセンター（全国共通ナビダイヤル）
☎�０５７０ ‐２０ ‐０１７８　（外国語窓口　☎0570‐20‐0291）

開設時間／午前９時30分～午後５時30分（土・日曜日、祝・休日、年末年始を除く）
※通話料がかかります。

10月以降、マイナンバーをお知らせする「通知カード」が簡易書留で届きます。通知カードは、平成27年
10月５日現在、住民票に記載されている住所に送付されます。次の４つが入っているか確認しましょう。
送付書類／
　①通知カード
　②個人番号カード交付申請書
　③返信用封筒
　④説明書
※�簡易書留は郵便配達員が直接手渡しするものです。不在の場合、一定期間郵便局で保管され、保管期間
を過ぎると町に戻されます。保管期間内の受け取りは不在票に記載された郵便局にご連絡ください。

通知カードが届きます（10月～）１

個人番号カードの交付を希望される方は、通知カードが届いたら、申請の手続きをすることができます。
希望される方は、必要事項を記入した交付申請書と顔写真を返信用封筒に入れてポストへ投函してくださ
い。詳細は、通知カードに同封されている説明書をご覧ください。

個人番号カードの申請ができます２

平成28年１月以降、個人番号カードの受け取りができます。個人番号カードについての詳細は、広報なが
いずみ12月１日号でお知らせしますので、ご確認ください。

個人番号カードの受け取りができます（１月～）３

これからのスケジュール
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健
康
公
園
の
利
用
状
況

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
拠
点
施
設
と
し

て
、
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み
を
含
め

た
健
康
公
園
の
整
備
が
平
成
26
年
度
に

完
了
し
ま
し
た
。
町
で
は
、
早
稲
田
大

学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
荒
尾
研
究
室

と
協
力
し
て
、
健
康
公
園
に
よ
っ
て
町

民
の
健
康
づ
く
り
が
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
、
平
成
24
年
度
か
ら
３
２
０
０

人
の
方
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、「
自
分
の
ま
わ
り
に
運

動
を
す
る
環
境
や
機
会
が
あ
る
」
と
感

じ
て
い
る
人
の
割
合
は
、
ウ
ェ
ル
ピ
ア

　健康公園が整備されて、約２年が経過しました。町では、健康公園を拠点とした健康
づくりについて、早稲田大学と共同で研究を行っています。ここでは、研究でわかって
きた皆さんの健康づくりの状況や、町の健康づくりへの取り組みを紹介します。皆さん
の運動習慣を見直すきっかけにしてください。

運動をする環境や機会がある人の割合

利用したことがある施設（平成26年度）

グラフ１

グラフ２ な
が
い
ず
み
オ
ー
プ
ン
前
の
平
成
24
年

度
に
比
べ
、
平
成
25
年
度
、
平
成
26
年

度
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
（
グ
ラ
フ
１
）。
ま
た
、
ウ
ェ
ル

ピ
ア
な
が
い
ず
み
の
認
知
度
は
オ
ー

プ
ン
約
８
カ
月
後
に
90
％
を
超
え
、
利

用
し
た
こ
と
が
あ
る
方
の
割
合
は
平
成

25
年
度
に
は
38
％
、
平
成
26
年
度
に
は

43
％
と
な
り
、
４
割
以
上
の
方
が
利
用

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
な

お
、
健
康
公
園
内
で
利
用
し
た
こ
と
が

あ
る
施
設
は
、屋
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
、
マ
シ
ン
ル
ー
ム
、
温
水
プ
ー
ル
な

ど
、
個
人
利
用
で
き
る
施
設
が
上
位
を

占
め
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
２
）。

　
中
で
も
、
屋
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た

方
が
最
も
多
く
、
屋
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み
の
２
階
に

は
、１
周
１
７
０
m
の
室
内
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
無
料
で
利
用
で
き

ま
す
。
雨
天
の
と
き
や
屋
外
が
暑
い
と

き
、
寒
い
と
き
に
は
ぜ
ひ
室
内
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

室
内
用
運
動
靴
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ア
リ
ー
ナ
観
客
席
を
使
用
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
際
に
は
、室
内
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
が
利
用
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◀�

１
周
８
７
５
ｍ
の
屋
外
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス（
右
）と
１
周
１
７
０
ｍ
の

室
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス（
左
）

運動をする機会がある運動をする環境がある

60

80

65

70

75

85
（％）

H26H25H24

H25年８月　ウェルピアながいずみオープン

（％）0 5 10 15 20 25 30 35
サブスペース

調理室
多目的室

運動スタジオ
保健センター機能

室内ウォーキングコース
ミニ公園

ニコニコ広場
健康器具
アリーナ
温水プール
マシンルーム

屋外ウォーキングコース

心も体も健康に！

健康公園に行こう！
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運動をしている人の割合の変化グラフ３

▶�

マ
シ
ン
ル
ー
ム
で
は
、
有
酸
素
運
動

が
で
き
る
マ
シ
ン
の
ほ
か
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
、
数
種
類

の
マ
シ
ン
を
使
用
で
き
ま
す
。マ
シ
ン

の
台
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、

混
雑
し
て
い
る
と
き
は
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
の
案
内
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

週３回以上ウォー
キングを行う

運動習慣がある

0

25

5

10

15

20

30
（％）

H25H24

運
動
を
す
る
き
っ
か
け
に

　
マ
シ
ン
ル
ー
ム
の
利
用
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
平
成
25
年
度
、
26
年
度

の
調
査
と
も
約
40
％
の
方
が
マ
シ
ン

ル
ー
ム
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
前
は

「
運
動
を
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
答
え

ま
し
た
。
マ
シ
ン
ル
ー
ム
が
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

運
動
し
て
い
る
人
が
増
加
！

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み
オ
ー
プ
ン

前
の
平
成
24
年
度
と
オ
ー
プ
ン
半
年
後

の
平
成
25
年
度
に
行
っ
た
運
動
習
慣
に

関
す
る
調
査
結
果
を
比
べ
る
と
、「
運
動

習
慣
が
あ
る
人（
１
回
30
分
、週
２
回
以

上
の
運
動
を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る

人
）の
割
合
」は
22・５
％
か
ら
24
％
と

な
り
、増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

週
３
回
以
上
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
人

の
割
合
は
、
17
・
９
％
か
ら
20
・
９
％

に
増
加
し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
３
）。

各
種
健
康
づ
く
り
教
室

　
町
で
は
、
継
続
的
な
健
康
づ
く
り
を

促
す
取
り
組
み
と
し
て
、
健
康
づ
く
り

教
室
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
健
康
課
題
を
分
析
し
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、

健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
教
室

や
、
膝
関
節
痛
を
予
防
す
る
た
め
の
教

室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
種
検

診
の
結
果
や
、
体
組
成
測
定
の
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、

健
康
運
動
指
導
士
が
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【データ出典】早稲田大学スポーツ科学学術院荒尾研究室と長泉町の共同研究

▼膝痛予防教室

▲女性のための健康づくり
　教室

働
き
盛
り
世
代
が
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
、
全
１
回
で
行
う
教
室
や
夜
間
開
催

の
教
室
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

教
室
例
／

・�

ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
の
メ
ン
ズ
・
ボ

デ
ィ
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室

・�

ナ
イ
ト
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
教
室

・�

健
診
前
の
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室

・�

３
カ
月
で
マ
イ
ナ
ス
３
㎏
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室

※�

次
回
の
募
集
は
広
報
な
が
い
ず
み
10

月
15
日
号
で
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
効
果
賞
を
受
賞
！

　
町
で
は
、
国
土
交
通
省
に
「
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
」
の
対
象
事
業

と
し
て
認
め
ら
れ
た
計
画
に
基
づ

き
、
健
康
公
園
な
ど
の
施
設
の
整

備
や
町
民
に
対
す
る
健
康
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
こ
の
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
、
第
10
回
ま
ち
交
大

賞
「
ま
ち
づ
く
り
効
果
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

▲賞状を掲げる遠藤町長
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▼わくわく大賞 「Jump!!!」　鈴木敏雄さん（三島市）

▲優秀賞「はじける笑顔」
　衛藤一男さん（納米里）

▲優秀賞「夏の夜の夢」
　岩崎恭子さん（静岡市）

▼優秀賞「YEAH!!」
　渡邉里乃亜（三島市）

▲入選「パワー全開」
　山田英雄さん（静岡市）

◀入選「躍動」
　長田留夫さん（下土狩）

▲入選「夏の夜に舞う」
　望月正晴さん（静岡市）

▲入選 「わくわく うきうき」
　望月美智子さん（静岡市）

▲入選「輝きの中」
　杉本聖子さん（藤枝市）

第
19
回

写真
コンテスト
結果発表！

●問い合わせ●長泉わくわく祭り実行委員会事務局
　　　　　　　（産業振興課内）　☎989‐5516
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平
和
記
念
資
料
館
へ
行
く
と
、
ゾ
ッ

と
鳥
肌
が
た
つ
ほ
ど
空
気
が
違
い
ま
し

た
。
私
の
知
ら
な
い
世
界
が
こ
こ
に
は

あ
る
、
と
感
じ
ま
し
た
。
一
番
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
皮
膚
の
た
だ
れ
た
人
形

で
す
。
指
や
腕
の
皮
膚
が
た
だ
れ
て
、

顔
は
赤
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ピ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
と
、
原
爆

体
験
者
の
方
は
「
こ
の
人
形
は
ま
だ
良

い
ほ
う
で
、
も
っ
と
ひ
ど
い
状
態
の
人

も
い
た
」
と
仰
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
２
日
目
に
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

旧
日
本
銀
行
に
展
示
し
て
あ
っ
た
絵
や

写
真
で
す
。
そ
こ
で
は
様
々
な
項
目
で

区
別
し
て
展
示
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
全
て
に
お
い
て
共
通
し
て
言
え

る
こ
と
は
、「
悲
し
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
も
普
通
の
悲
し
さ
で
は
な

く
、
そ
の
場
に
私
自
身
が
立
ち
、
一
緒

に
絶
望
し
、
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
う
よ

う
な
悲
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
男
の
子

が
助
け
を
求
め
て
い
る
絵
、
ハ
エ
が
た

か
っ
て
い
る
人
の
写
真
な
ど
、
そ
の
時

そ
の
場
に
い
た
人
の
気
持
ち
が
分
か
る

よ
う
な
、
生
々
し
い
絵
や
写
真
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
を
終
え
て
、
私
は
原
爆
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
和
と
は
何
か
、
ど
う
す
れ
ば
平
和
に

な
る
の
か
、
こ
の
問
い
は
世
界
の
人
々

全
員
に
考
え
る
義
務
が
あ
る
と
、
私
は

思
い
ま
す
。
世
界
の
中
で
核
を
落
と
さ

れ
た
の
は
日
本
し
か
な
い
の
で
す
。
そ

の
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界
の
戦
争
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
、
私
は
思
い
ま
す
。

　
悲
し
み
が
悲
し
み
で
し
か
返
っ
て
こ

な
い
こ
の
戦
争
が
、
世
界
で
止
ま
る
日

が
く
る
こ
と
を
、私
は
祈
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
中
学
生
の
私
た
ち
一
人
一
人

が
こ
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
次

の
世
代
、
そ
の
次
の
世
代
へ
と
伝
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
平
和
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

平
和
と
は
何
か長泉

中　
水
谷
歩
生

　
１
９
４
５
年
８
月
６
日
、８
時
15
分
、

広
島
県
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し

た
。
突
然
の
閃
光
が
炸
裂
し
、
四
方
を

包
み
込
み
ま
し
た
。
直
径
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
原
子
爆
弾
の
被
害
。
後
の

景
色
は
、
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
も
の
で

し
た
。燃
え
盛
る
広
島
に
響
く
呻
き
声
、

35
万
人
も
の
犠
牲
を
出
し
、
今
な
お
悲

し
み
に
包
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

信
じ
が
た
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

実
体
験
だ
か
ら
こ
そ
、
素
直
に
聞
き
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
一
発
の
原
子
爆
弾
が
も
た
ら
し
た
悲

劇
、
そ
れ
は
決
し
て
癒
え
る
こ
と
の
な

い
傷
と
な
り
ま
し
た
。
熱
線
に
よ
り
膨

れ
上
が
る
顔
、
地
上
や
川
に
積
み
重
な

る
死
体
の
山
、
人
々
は
そ
れ
を
踏
み
越

え
、
た
だ
た
だ
逃
げ
続
け
て
い
た
の
で

す
。治
療
と
呼
べ
る
も
の
が
で
き
な
か
っ

た
当
時
は
、
痛
み
に
苦
し
み
こ
の
世
を

去
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
放
射

線
の
影
響
に
よ
り
急
性
障
害
と
呼
ば
れ

る
症
状
が
現
れ
皮
膚
の
細
胞
が
死
滅
し

て
い
き
、最
後
に
は
ケ
ロ
イ
ド
状
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
残
酷
な
後
障
害
も
現

れ
ま
し
た
。

　
年
々
被
爆
体
験
者
は
減
っ
て
い
き
、

10
年
、
20
年
も
す
れ
ば
被
爆
者
は
誰
一

人
と
し
て
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
少
し
ず
つ
人
々
の
記
憶
か
ら
薄
れ

平
和
の
象
徴長

泉
中　
猪
原
陸
斗

て
い
く
「
原
爆
」
の
文
字
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
の
話
を
受
け
来
世
に
伝
え
て
い

く
べ
き
な
の
は
、
現い

在ま

こ
の
場
に
い
る

我
々
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
平
和
を

問
わ
れ
、
平
和
と
は
未
だ
手
の
届
き
得

な
い
近
く
遠
い
存
在
な
の
だ
と
僕
自
身

感
じ
て
い
ま
す
。
平
和
な
世
の
中
が
良

い
と
望
む
こ
と
は
簡
単
で
す
。し
か
し
、

現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
武
力
を
持

ち
続
け
核
兵
器
を
保
有
し
て
い
る
国
が

何
十
カ
国
も
あ
る
と
い
う
現
実
が
確
か

に
あ
る
の
で
す
。

　
人
そ
れ
ぞ
れ
、
平
和
に
対
し
て
思
う

気
持
ち
は
違
う
は
ず
で
す
。
な
ら
ば
、

周
囲
に
惑
わ
さ
れ
ず
主
張
し
て
い
く
こ

と
で
人
々
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
「
き
っ
か

け
」
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

７月29日㈬～31日㈮まで広島市を訪れ平和研修を行った中学生の代表生徒による作文を紹介します。
研修の詳細については広報ながいずみ９月１日号をご覧ください。
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私
は
、
こ
の
研
修
前
に
原
爆
に
つ
い

て
調
べ
て
お
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
恐
ろ
し
さ
は
想
像
を
は
る
か
に
超
え

た
も
の
で
し
た
。

　
私
が
知
っ
て
い
た
の
は
、
熱
風
・
爆

風
・
放
射
線
に
よ
り
、
多
大
な
被
害
を

受
け
、
特
に
放
射
線
に
よ
る
影
響
は
長

く
続
い
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
け

で
し
た
。

　
し
か
し
実
際
に
は
、
熱
に
よ
り
大
や

け
ど
を
負
っ
た
多
く
の
人
々
が
手
当
も

回
ら
ず
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
死

体
が
腐
敗
す
る
た
め
ハ
エ
が
た
か
り
ウ

ジ
が
湧
い
た
り
し
た
と
い
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
さ

ら
に
多
く
の
こ
と
が
、
広
島
で
起
き
て

い
ま
し
た
。
原
爆
が
奪
っ
た
中
で
精
神

的
な
被
害
が
一
番
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

家
族
、
親
戚
、
友
人
。
大
切
な
人
の
命

を
、
奪
っ
た
の
で
す
。

　
私
が
見
て
い
た
の
は
、外
面
で
し
た
。

今
回
の
研
修
で
、
内
面
に
気
づ
き
ま
し

た
。
一
人
一
人
が
ど
ん
な
思
い
を
持
っ

て
い
た
の
か
、
外
面
に
気
を
取
ら
れ
中

身
を
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
考
え
る
。考
え
な
い
で
生
き
る
こ
と

は
、
命
を
粗
末
に
し
て
い
る
こ
と
だ
」

被
爆
者
で
あ
る
、
葉
佐
井
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ひ
と
つ
の
物
事
に
対
し
、
全
て
を
知

り
全
て
理
解
す
る
。
勉
強
に
似
て
い
る
、

と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
た
ら
、
難
し

く
な
い
と
思
え
ま
す
。

　
今
、
学
校
に
行
っ
て
仲
間
が
い
る
と

い
う
こ
と
は
幸
せ
で
し
ょ
う
か
。
狭
く

見
た
ら
そ
う
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
視
野
を
広
く
し
た
ら
、
ど
う
で

し
ょ
う
。
こ
の
世
の
中
は
平
和
で
し
ょ

う
か
。
ア
フ
リ
カ
で
飢
え
に
苦
し
む
子

ど
も
が
い
た
り
、
核
兵
器
を
ま
だ
持
っ

て
い
る
国
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
考
え
て
、
時
に
は
我
慢

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
、
平
和
へ
近
づ

く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
、
私
は
考
え

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
私
は
、
ま
ず
考
え
て
か
ら

行
動
し
、
平
和
と
は
何
か
、
吟
味
し
て

い
き
た
い
で
す
。

広
島
平
和
研
修
を
終
え
て

北
中　
宮
木
夕
舞

　
今
か
ら
70
年
前
の
８
月
６
日
。
広
島
に

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
日
で
す
。
爆
心

地
の
上
空
約
６
０
０
ｍ
地
点
で
炸
裂
し
、

広
島
市
内
を
一
瞬
に
し
て
ま
ば
ゆ
い
光
が

包
み
ま
し
た
。
炸
裂
に
伴
い
、
放
射
線
、

熱
線
が
放
た
れ
、
強
烈
な
爆
風
と
衝
撃
波

を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
被
爆
者
数
は
、

ゆ
う
に
20
万
人
を
越
え
ま
す
。
犬
で
あ
ろ

う
が
、
人
で
あ
ろ
う
が
、
ビ
ル
で
あ
ろ
う

が
、
皆
、
無
差
別
に
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
街
に
と
っ
て
の
「
死
」

と
も
い
え
る
も
の
で
し
た
。

　
「
３
秒
間
で
す
よ
、誰
が
逃
げ
ら
れ
ま
す

か
」
こ
れ
は
、
被
爆
体
験
講
話
で
お
話
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
葉
佐
井
博
巳
さ
ん
の
言

葉
で
す
。
葉
佐
井
さ
ん
は
、
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。そ
の
と
き
、葉
佐
井
さ
ん

は
学
徒
動
員
に
よ
り
、
中
学
生
な
が
ら
も

爆
心
地
か
ら
少
し
離
れ
た
工
場
で
働
い
て

い
た
そ
う
で
す
。爆
心
地
か
ら
距
離
が
あ
っ

た
た
め
、
直
接
的
な
被
害
は
受
け
ず
に
済

み
ま
し
た
。突
然
の
閃
光
に
驚
き
、自
宅
が

あ
る
広
島
市
に
急
い
で
向
か
い
ま
し
た
。

広
島
市
に
着
く
と
、あ
た
り
は
火
の
海
だ
っ

た
の
で
す
。
川
に
は
、
遺
体
が
覆
い
か
ぶ

さ
る
よ
う
に
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
呻
き

声
や
泣
き
叫
ぶ
声
が
絶
え
間
な
く
聞
こ
え

て
く
る
、
そ
ん
な
地
獄
の
よ
う
な
日
々
を

送
り
、被
害
が
落
ち
着
く
と
、葉
佐
井
さ
ん

ら
学
生
は
遺
体
運
搬
を
任
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
髪
が
じ
り
じ
り
に
焼
け
、
血
や
ほ
こ

り
で
黒
っ
ぽ
く
赤
い
体
を
し
た
遺
体
が
並

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
遺
体
の
腕
を
つ
か

む
と
、
皮
膚
が
な
い
か
ら
か
ヌ
ル
ヌ
ル
し

70
年
前
の
悲
し
い
過
去

長
泉
中　
西
島
皓
平

て
い
ま
し
た
。

　
僕
は
、
こ
こ
ま
で
聴
い
た
と
き
あ
ま
り

の
衝
撃
に
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

僕
ら
と
同
じ
中
学
生
が
そ
の
よ
う
な
体
験

を
強
い
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
に
僕

の
心
は
ひ
ど
く
傷
み
ま
し
た
。
話
の
内
容

だ
け
で
な
く
、
話
し
て
い
る
と
き
の
葉
佐

井
さ
ん
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
や
、
力
強
い

声こ
わ

音ね

も
印
象
的
で
し
た
。

　
誰
も
、
こ
ん
な
経
験
を
し
た
い
と
思
い

ま
せ
ん
。
葉
佐
井
さ
ん
自
身
、
こ
ん
な
過

去
は
記
憶
か
ら
消
し
去
っ
て
し
ま
い
た
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
平
和
と
い
う
も
の
は
、
待
っ
て
い
て
も

や
っ
て
き
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
で
創
っ
て

い
く
も
の
で
す
。
口
に
出
す
の
も
辛
い
よ

う
な
、悲
し
い
過
去
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

そ
こ
か
ら
逃
避
せ
ず
、
向
か
い
合
っ
て
考

え
、
み
ん
な
で
共
有
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、平
和

は
絶
対
に
訪
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
研

修
を
通
し
て
僕
は
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
あ
と
10
年
も
経
て
ば
、
被
爆
者
の
方
々

は
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
な
っ

た
と
き
、
誰
が
こ
の
悲
し
い
記
憶
を
、
何

も
知
ら
ず
に
あ
の
閃
光
を
見
た
被
爆
者
た

ち
の
心
の
訴
え
を
、
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
現
代
を
生
き
る
僕

ら
に
与
え
ら
れ
た「
使
命
」と
受
け
止
め
、

果
た
し
て
い
こ
う
と
誓
い
ま
し
た
。
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僕
が
こ
の
広
島
研
修
に
参
加
し
た
最

大
の
理
由
は
、
僕
の
曽
祖
父
が
実
際
に

第
二
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
て
い
て
、

た
び
た
び
そ
の
話
を
聞
く
か
ら
で
す
。

　
で
も
、
今
回
広
島
を
訪
れ
て
み
て
、

話
を
聞
く
よ
り
と
て
も
悲
惨
な
も
の
で

し
た
。特
に
、平
和
記
念
資
料
館
で
見
た

肌
の
溶
け
た
人
形
像
、
講
習
で
聞
い
た

実
際
に
肌
が
溶
け
て
し
ま
っ
た
人
を
見

た
と
き
の
話
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

僕
は
、今
ま
で
で
、肌
が
溶
け
て
し
ま
っ

た
人
や
ま
た
そ
う
い
っ
た
話
を
耳
に
し

た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
見
て
聞
い
て
、
毎
日
を

普
通
に
生
き
て
い
け
る
人
た
ち
が
、
核

兵
器
を
使
う
こ
と
で
、
こ
う
も
た
や
す

く
苦
し
ん
で
亡
く
な
っ
て
良
い
は
ず
が

な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
で
も
こ
の
世
界
で
、

戦
争
が
起
こ
り
、
広
島
の
よ
う
に
関
係

の
な
い
人
々
が
死
ん
で
い
き
ま
す
。
戦

争
を
し
て
も
、血
が
流
れ
る
だ
け
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
欲
の
た
め
に
戦
争
を
し

か
け
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
で
も
、
戦

争
に
出
て
血
を
流
す
の
は
、
そ
の
人
で

は
な
い
の
で
す
。こ
の
広
島
の
原
爆
も
、

日
本
が
攻
撃
を
し
か
け
な
け
れ
ば
起
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
無
駄
に
血
を
流
し
死
ん

で
い
く
人
も
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
平

和
記
念
公
園
に
も
書
か
れ
て
い
る
通
り
、

私
た
ち
は
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
人
間
は
、
過
ち
を
正
す
こ
と

が
で
き
る
動
物
で
す
。
そ
し
て
、
一
刻

も
早
く
戦
争
や
核
兵
器
を
根
絶
し
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
は
私
た
ち
が
、
戦
争
や
核
兵
器
に

つ
い
て
知
っ
て
、
そ
れ
を
後
世
や
世
界

に
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
方
た

ち
の
願
い
で
も
あ
り
、
私
た
ち
の
義
務

で
も
あ
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
義
務北

中　
芦
澤　
凜

　
広
島
研
修
を
通
し
て
、
私
は
戦
争
が

恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　
被
爆
者
の
方
の
話
は
、
想
像
を
は
る

か
に
超
え
る
も
の
で
し
た
。
全
身
の
大

や
け
ど
、
放
射
線
に
よ
る
後
遺
症
。
今

で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
私
が
資
料
館
で
見
て
と
て
も
胸
が
痛

く
な
っ
た
の
は
、３
歳
の
男
の
子
が
乗
っ

て
い
た
三
輪
車
で
す
。
そ
の
日
も
、
男

の
子
は
三
輪
車
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
一
瞬
の
光
と
と
も
に

帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
小

さ
な
子
の
幸
せ
を
奪
う
の
が
原
子
爆
弾

な
の
で
す
。

　
中
國
新
聞
社
の
方
の
話
で
は
、
原
爆

の
被
害
は
そ
の
時
だ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
佐
々
木
禎
子

さ
ん
は
、
２
歳
で
被
爆
し
、
10
年
後
に

白
血
病
で
短
い
人
生
を
終
え
ま
し
た
。

私
は
驚
き
ま
し
た
。
10
年
も
た
っ
て
い

る
の
に
原
爆
の
被
害
が
あ
る
な
ん
て
。

　
平
和
記
念
公
園
に
あ
る
「
原
爆
の
子

の
像
」は
、「
禎
子
さ
ん
た
ち
の
よ
う
に
、

再
び
原
爆
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
犠

牲
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
た
像
で
す
。
私
は
こ
の
像

を
見
て
、
胸
に
こ
み
あ
げ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
平
和
へ
の
叫
び
を
、
し
っ
か
り
受

け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
原
爆
投

下
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
し
っ
か
り
理

解
し
、
未
来
へ
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る

今
の
平
和
な
日
常
は
、
当
た
り
前
で
は

な
く
、
平
和
で
あ
る
こ
と
を
願
い
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま

す
。

▲�広島平和記念資料館で展示されてい
る三輪車

広
島
研
修
を
終
え
て

北
中　
松
谷
百
華
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情報ステーション プラス

託
児
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

「
柿
狩
り
＆
渋
抜
き
＆
干
し
柿
づ
く
り
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
11
月
15
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

①
午
前
９
時
～
10
時

②
午
前
10
時
～
11
時

③
午
前
11
時
～
正
午

④
午
後
１
時
～
２
時

⑤
午
後
２
時
～
３
時

と
こ
ろ
／
元
長
窪
地
先

内�　
容
／
柿
狩
り
、
渋
抜
き
体
験
、
干

し
柿
づ
く
り
、
柿
の
直
売
、
と
ん
汁

サ
ー
ビ
ス
な
ど

※
柿
１
㎏
の
お
土
産
付
き
で
す
。

定　
員
／
各
回
30
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
（
１
人
）
／
６
０
０
円

　
（
保
険
料
を
含
む
）

※
当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会
会
員
は

５
０
０
円
で
す
。

申
込
期
限
／
10
月
10
日
㈯
（
必
着
）

申�

込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望

者
全
員
の
住
所・氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
代
表
者
の
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
送
付

※�

１
枚
に
つ
き
６
人
ま
で
申
し
込
み
で

き
ま
す
。
な
お
、
重
複
し
て
の
応
募

は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

後
日
、
代
表
者
に
当
選
結
果
通
知
を

送
付
し
ま
す
。

※�

時
間
帯
、
集
合
場
所
は
参
加
確
定
後

に
ご
連
絡
し
ま
す
。

問　
な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会

　
☎
988

-

８
７
８
０

　
〒
411

-

０
９
４
３

　
下
土
狩
１
３
２
１
ケ
ニ
ー
ズ
ビ
ル
１
階

　
長
泉
の
秋
の
味
覚
「
四
ッ
溝
柿
」
の
収
穫
や
渋
抜
き
、
干
し
柿
づ
く
り
が
楽
し
め

ま
す
。
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
中
の
方
が
安
心
し
て
学
習
活

動
な
ど
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

と
こ
ろ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

対　
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

定　
員
／
20
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
／
無
料

申
込
期
限
／
10
月
16
日
㈮

申�

込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

■
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方

保
険
料
／
３
０
０
円

　
（
１
人
１
日
に
つ
き
）

対　
象
／
１
歳
～
未
就
学
児

定　
員
／
10
人
（
先
着
順
）

※�

希
望
者
が
１
人
の
み
の
場
合
は
託
児

は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
場
所
／
生
涯
学
習
課

問　
生
涯
学
習
課　
☎
986

-
２
２
８
９

　

syogai@
nagaizum

i.org

　
な
お
、
こ
の
講
座
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
と
連
携
し

て
い
ま
す
。

■�

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

事
業
と
は

　

�

子
育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
方
（
ま

と　き 内　容 講　師

11月12日㈭
９：30～11：30

託児の心構え・
現在の子育て事情
について

金沢敬子さん
（NPO法人あそび
子育て研究協会
東部支部代表）

11月14日㈯
15：00～17：00 乳幼児の病気

渕上佐智子医師
（西村医院・小児科医）

11月20日㈮
９：30～11：30 簡単・楽しい工作 金沢敬子さん11月27日㈮
９：30～11：30 ふれあい遊び（実践）

か
せ
て
会
員
）
と
子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
方
（
お
ね
が
い
会
員
）
が

会
員
に
な
り
、
保
育
園
や
習
い
事
へ

の
送
迎
な
ど
の
助
け
合
い
を
会
員
間

相
互
に
行
う
仕
組
み
で
す
。

※�

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

事
業
の
「
ま
か
せ
て
会
員
・
ど
っ
ち

も
会
員
」
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
こ
の
講
座
を
受
講
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８
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平
成
28
年
度
採
用
の
長
泉
町
職
員
を
追
加
募
集
し
ま
す

森
山
良
子
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
２
０
１
５
～
２
０
１
６

～
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
時
代
～

職
種
（
定
員
）
／
①
消
防
職
（
４
人
）、

　
②
土
木
職（
１
人
）、③
建
築
職（
１
人
）

学
歴
要
件
／

　
大
学
・
短
大
卒
業
程
度
の
方

　
（
平
成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

年
齢
要
件
／

①�

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方

②�

・
③
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

資
格
要
件
な
ど
／

①�

視
力
（
矯
正
視
力
を
含
む
）
が
両
目

０・８
以
上
、一
眼
各
０・５
以
上
で
、

赤・黄・青
色
の
色
彩
が
識
別
で
き
、

聴
力
が
左
右
と
も
に
正
常
で
あ
る
方

　
森
山
良
子
が
歌
う
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

②�

・
③
大
学
、
短
期
大
学
な
ど
で
受
験

す
る
職
種
の
専
門
課
程
を
履
修
し
、

卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
28
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
方

願
書
受
付
期
限
／
10
月
23
日
㈮（
必
着
）

願�

書
提
出
方
法
／
郵
送
ま
た
は
直
接
、

行
政
課
へ
提
出

※
願
書
は
行
政
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※�

こ
の
募
集
は
、
す
で
に
実
施
し
た
職

員
採
用
試
験
の
補
充
を
行
う
も
の
で

あ
る
た
め
、
今
年
度
す
で
に
受
験
さ

れ
た
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

問　
行
政
課　
☎
989

-

５
５
０
０

　
〒
411

-

８
６
６
８　
中
土
狩
８
２
８

と　
き
／
平
成
28
年
2
月
14
日
㈰

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
・
ホ
ー
ル

開　
場
／
午
後
４
時
30
分

開　
演
／
午
後
５
時

入
場
料
／
（
全
席
指
定
）

　
５
０
０
０
円

　
（
当
日
５
５
０
０
円
）

※�

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

問　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ　
☎
989

-

０
０
０
１

■試験方法
□第１次試験
試験日／11月14日㈯
試験会場／消防庁舎（予定）
⑴教養試験　９：45～正午
※�土木職および建築職については、公
務員受験のための特別な準備が必要
のない試験内容となっています。
⑵専門試験　13：00～15：00
　（土木職および建築職）
□第２次試験
　（第１次試験の合格者のみ）
試験日／11月29日㈰（予定）
試�験科目／作文試験、個別面接、体力
テスト（消防職のみ）
□第３次試験
　（第２次試験の合格者のみ）
試験日／12月18日㈮（予定）
試験科目／個別面接
※�第２・３次試験の試験会場は、合格
者に対し別途通知します。

発売日
「ベルフォーレ友の会」
会員先行販売開始

（電話予約は13：00～）
10/10㈯

一般販売開始
（電話予約は13：00～） 10/17㈯

チケット発売

ベルフォーレ、コミュニティながいずみ、三島・
裾野・御殿場・小山の各文化会館、沼津・三島の
プレイガイド、チケットぴあ、ローソンチケット
で販売

■チケット販売時間
ベルフォーレ／９：00～21：00
　毎月第１月曜日休館（祝・休日の場合は翌日休館）
コミュニティながいずみ／９：00～17：15
　毎週月曜日休館（月曜日が祝・休日の場合は開館）
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お
知
ら
せ

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

i

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　
今
回
は
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
４
カ

月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
金
融
機
関
や
口
座
名
義
人
の

氏
名
を
変
更
し
た
と
き
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
と
き
、
子
ど
も
を
養
育
し
な
く

な
っ
た
と
き
、公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、

住
所
変
更
を
し
た
と
き
は
、
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
生
な
ど
に
よ
り
増
額
に
な
る
場
合
、

申
請
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
が
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

支
給
日
／
10
月
13
日
㈫

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

～
10
月
は
里
親
月
間
で
す
～

　
里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
庭
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
が
難

し
い
子
ど
も
を
、
知
事
が
認
定
し
た
里

親
に
預
け
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理

解
を
も
っ
て
養
育
す
る
制
度
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
温
か
い
家
庭
生
活

の
体
験
の
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
る
里

親
を
求
め
て
い
ま
す
。

■
里
親
に
な
る
に
は

　
里
親
の
申
し
込
み
は
年
間
を
通
し
て

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
県
が

実
施
す
る
研
修
を
修
了
し
、
知
事
が
里

親
と
し
て
認
定
し
た
方
は
、
里
親
名
簿

に
登
録
さ
れ
ま
す
。

※
申
込
時
に
面
接
が
必
要
で
す
。

※�

申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
里
親
に
な
っ
た
ら

①�

児
童
相
談
所
が
里
親
の
希
望
を
聞
い

た
う
え
で
、
養
育
を
お
願
い
す
る
子

ど
も
を
決
め
ま
す
。

②�
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
間
は
、
定

め
ら
れ
た
養
育
に
必
要
な
経
費
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

③�

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
に
は
、
児
童

相
談
所
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

　
東
部
児
童
相
談
所　
☎
920

-

２
０
８
３

成
人
健
康
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康

相
談
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
骨

粗
し
ょ
う
症
な
ど
健
康
に
関
し
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
希
望
者
に
は
骨
密
度
・
血
圧
・
体
脂

肪
測
定
や
健
診
結
果
の
説
明
も
行
い
ま

す
。
測
定
の
み
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

と　
き
／
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

　
午
前
９
時
～
11
時

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

相
談
料
／
無
料

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

町
の
各
種
検
診
を
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
方
へ
の
お
知
ら
せ
で
す

　
各
種
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
・
後
期

高
齢
者
健
康
診
査
の
受
診
期
限
は
10
月

31
日
㈯
ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　
受
診
期
限
の
間
際
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
、
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受
診
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
受
診
す
る
際
は
６
月
上
旬
に
町
か
ら

郵
送
さ
れ
て
い
る
「
長
泉
町
成
人
健
康

診
査
受
診
票
」（
黄
色
）
が
必
要
で
す
。

　
受
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発

行
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

長
泉
町
医
師
ク
ラ
ブ
の

「
医
師
に
よ
る
無
料
の
健
康
相
談
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
長
泉
町
医
師
ク
ラ
ブ
の
医
師
に
よ
る

無
料
の
健
康
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
血
圧
や
生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
方
、

そ
の
ほ
か
体
調
の
こ
と
で
医
師
に
相
談

し
て
み
た
い
方
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
10
月
の
相
談

と　
き
／

　
10
月
20
日
㈫
午
後
２
時
～
３
時

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

担�

当
医
／
菊
池
充
比
古
先
生

　

�（
き
く
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
内
科・

循
環
器
内
科
）

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

定　
員
／
４
人
（
要
予
約
）

予
約
受
付
期
間
／

　
10
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

町
民
図
書
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す

　
蔵
書
点
検
の
た
め
左
記
の
期
間
は
、

町
民
図
書
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

と　
き
／
10
月
19
日
㈪
～
26
日
㈪

■
休
館
中
の
返
却

　

�

10
月
20
日
㈫
か
ら
25
日
㈰
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
の
間
は
図
書
館
入

口
で
返
却
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※�

そ
の
ほ
か
の
時
間
帯
や
月
曜
日
は
図

書
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
破
損
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
図
書
返
却
ポ
ス

ト
に
は
投
函
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問　
町
民
図
書
館　
☎
988

-

７
８
０
１
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「
ポ
ッ
チ
と
ニ
ャ
ン
チ
の
愛
の

伝
言
板
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
家
庭
で
飼
っ
て
い
る
犬
・
猫
な
ど
の

動
物
を
「
譲
り
た
い
人
」
と
「
譲
り
受

け
た
い
人
」
と
の
間
を
つ
な
ぐ
「
ポ
ッ

チ
と
ニ
ャ
ン
チ
の
愛
の
伝
言
板
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
／
く
ら
し
環
境
課

対
象
動
物
／
犬
・
猫
な
ど
の
小
動
物

利
用
方
法
／

■
譲
り
た
い
人

　

�

伝
言
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ペ
ッ

ト
の
写
真
と
共
に
伝
言
板
に
掲
示

■
譲
り
受
け
た
い
人

　

�

伝
言
板
を
確
認
し
、
譲
り
た
い
人
と

直
接
電
話
な
ど
で
話
し
合
う

提
示
期
間
／
１
カ
月

※
営
利
目
的
で
の
利
用
は
お
断
り
し
ま
す
。

※�

金
銭
面
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
一
切

介
入
し
ま
せ
ん
。

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
保
管
し
て
い
る

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

適
正
な
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
有
害
物
質
で
あ
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）が
使
わ
れ
た
コ
ン
デ
ン

サ
ー
や
ト
ラ
ン
ス
な
ど
を
含
む
使
用
済

み
電
気
機
器
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
）
を
保

管
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
場
合
は
届
出

が
必
要
で
す
。
保
管
、
処
分
方
法
は
県

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問　
県
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

　
☎
054

-

221

-

２
４
２
４

募
集

w
a
n
t
e
d

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

新
聞
記
事
を
閲
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
図
書
館
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

新
聞
記
事
を
検
索
し
て
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
回
、
閲
覧
方
法
を
学

ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き
／
11
月
５
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

内�　
容
／
タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
、
新
聞
記

事
検
索

定　
員
／
12
人

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
開
始
／
10
月
９
日
㈮
～
23
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
町
が
用
意
し
ま
す
。

問　
町
民
図
書
館　
☎
988

-

７
８
０
１

消
防
車
に
乗
っ
て
火
災
予
防
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
に
合
わ
せ
、

消
防
団
が
町
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
消
防
団
員
と
一
緒
に
消
防

車
に
乗
っ
て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
11
月
15
日
㈰

　
午
前
８
時
50
分
～
11
時

内�　
容
／
消
防
車
に
乗
車
し
て
、
火
災

予
防
の
呼
び
か
け

対　
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

※
保
護
者
は
同
乗
で
き
ま
せ
ん
。

定　
員
／
14
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申
込
期
間
／
10
月
13
日
㈫
～
23
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
消
防
署　
☎
986

-

１
１
９
９

「
き
ら
め
き
☆
介
護
教
室
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の
方
を
対

象
に
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
初
め
て
介
護
を
す
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

現
在
介
護
を
し
て
い
る
方
も
一
緒
に
介

護
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
都
合
の
良
い
回
の
み
参
加
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

と　
き
／

①
実
践
!!
介
護
技
術

　
10
月
21
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時
30
分

②
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

　
10
月
26
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～
３
時

③
介
護
者
の
健
康
と
認
知
症
予
防

　
10
月
30
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
／

①
南
部
地
区
セ
ン
タ
ー

②
役
場
西
館
４
階
大
会
議
室

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

対　
象
／

　

�

町
内
在
住
で
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方（
在
宅
）の
家
族

定　
員
／
各
回
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

各
施
設
、
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
で

の
来
場
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

５
５
３
７

「
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
日
帰
り
バ
ス
旅
行
（
昼
食
付
き
）
を

通
じ
て
、
介
護
に
つ
い
て
理
解
し
合
え

る
仲
間
と
交
流
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
11
月
９
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時（
予
定
）

と
こ
ろ
／
伊
豆
方
面

対�　
象
／
町
内
在
住
で
、
自
宅
で
要
介

護
認
定
１
～
５
の
方
と
同
一
世
帯
に

居
住
し
、
実
際
に
介
護
を
し
て
い
る

方
（
１
世
帯
１
人
ま
で
）

定　
員
／
25
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申
込
期
間
／
10
月
23
日
㈮
ま
で

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

５
５
３
７
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介
護
予
防
講
演
会

「
口
は
健
康
の
入
口　
心
の
出
口
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
口
腔
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　
き
／
11
月
18
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ
／
福
祉
会
館

演　
題
／
口
は
健
康
の
入
口
心
の
出
口

講�　
師
／
米
山
武
義
医
師
（
米
山
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
歯
科
医
）

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

定　
員
／
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、タ
オ
ル
、飲
み
物

申
込
期
限
／
11
月
11
日
㈬

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

５
５
３
７

「
長
泉
町
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■�

第
１
回「
今
を
考
え
る
生
活
マ
ネ
ー・

家
族
の
た
め
の
相
続
情
報
」

と　
き
／
11
月
５
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と�

こ
ろ
／
な
が
い
ず
み
ホ
ー
ム
「
モ
ク

オ
ハ
ナ
」（
下
長
窪
７
８
１

-

１
）

講　
師
／
安
藤
絵
理
さ
ん

　
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

■
第
２
回

　
「
高
齢
者
向
け
の
食
事
に
つ
い
て
」

と　
き
／
11
月
12
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ
／
さ
つ
き
園

　
（
下
土
狩
４
５
７

-

２
）

講　
師
／
杉
山
清
子
さ
ん

　
（
三
島
総
合
病
院
、
栄
養
管
理
室
長
）

■
共
通
事
項

対　
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

定　
員
／
若
干
名
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申�

込
期
間
／
10
月
15
日
㈭
～
各
開
催
日

の
前
日
ま
で

申�
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

氏
名
、
住
所
（
在
勤
の
方
は
勤
務
先

の
住
所
）、電
話
番
号
、参
加
希
望
の

回
を
伝
え
る

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

　

kankyo@
nagaizum

i.org

動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

意
見
交
換
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

と　
き
／
10
月
30
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
東
部
総
合
庁
舎

　
（
沼
津
市
高
島
本
町
１

-

３
）

内�　
容
／
県
動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画

の
進
捗
状
況
、災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ

ト
へ
の
対
応
、
意
見
交
換
な
ど

対�　
象
／
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
、
活
動
に
興
味

が
あ
る
方

申
込
期
限
／
10
月
19
日
㈪

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

「
ワ
ン
デ
イ
桃
沢
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
11
月
14
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ
／
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

内　
容
／
う
ど
ん
作
り
体
験

対　
象
／
小
学
生
を
含
む
家
族

　
（
１
家
族
４
人
ま
で
）

定　
員
／
７
家
族
28
人
（
先
着
順
）

参
加
費
（
１
人
）
／
５
０
０
円

※
当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
／
10
月
10
日
㈯
～
18
日
㈰

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
☎
987

-

５
１
０
０

「
家
族
の
た
め
の
精
神
保
健
福
祉

講
座
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
こ
こ
ろ
の
病
気
の
理
解
や
対
応
の
仕

方
な
ど
を
学
ぶ
全
３
回
の
講
座
で
す
。

と　
き
／

■
第
１
回「
こ
こ
ろ
の
病
を
理
解
す
る
」

　
10
月
８
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■�

第
２
回
「
こ
こ
ろ
の
病
気
と
医
療
機

関
の
利
用
の
仕
方
」

　
10
月
13
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■�

第
３
回
「
家
族
と
本
人
を
支
え
る
地

域
の
社
会
資
源
と
制
度
」

　
10
月
27
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
／
東
部
総
合
庁
舎

　
（
沼
津
市
高
島
本
町
１

-

３
）

対�　
象
／
統
合
失
調
症
な
ど
、
こ
こ
ろ

の
病
に
か
か
っ
て
い
る
方
の
家
族

定　
員
／
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
920

-

２
０
８
７

催
し

e
v

e
n

t
s

「
あ
ざ
れ
あ
メ
ッ
セ
２
０
１
５
」

を
開
催
し
ま
す

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解
と
関

心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
家
族
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き
／
10
月
24
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
／

　
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ

　
（
静
岡
市
駿
河
区
馬
淵
１

-

17

-

１
）

内�　
容
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
映
画
、

読
み
聞
か
せ
、
出
展
ブ
ー
ス
、
男
女

共
同
参
画
の
紹
介
な
ど

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
あ
ざ
れ
あ
メ
ッ
セ
２
０
１
５
事
務
局

　
☎
054

-

250

-

８
１
４
７
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「
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
し
ま
す

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
館
、

地
域
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
親
子
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き
／
10
月
30
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

内�　
容
／
手
作
り
お
も
ち
ゃ
、リ
ト
ミ
ッ

ク
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

対　
象
／
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
／
無
料

※
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
な
ど
で
の
来
場
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

駿
豆
地
区
障
が
い
者
自
立
支
援
協

議
会
「
一
般
報
告
会
」「
分
科
会
」

を
開
催
し
ま
す

　
駿
豆
地
区
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
一
般
報
告
会
お
よ
び
分
科

会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告

や
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。

と　
き
／
10
月
31
日
㈯

・
一
般
報
告
会

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

・
分
科
会　
午
後
２
時
50
分
～
４
時

と
こ
ろ
／
三
島
市
中
郷
公
民
館

　
（
三
島
市
梅
名
３
５
３

-

１
）

分
科
会
テ
ー
マ
／

①
居
場
所
づ
く
り

②
就
労
の
悩
み

③
災
害
時
の
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト

④
こ
ど
も
・
育
つ
・
つ
な
げ
る

入
場
料
／
無
料

申
込
期
限
／
10
月
14
日
㈬

申�

込
方
法
／
参
加
を
希
望
す
る
分
科
会

テ
ー
マ
を
電
話
で
伝
え
る

※�
託
児
が
必
要
な
方
は
申
込
時
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

※�

一
般
報
告
会
で
は
手
話
通
訳
、
要
約

筆
記
の
準
備
が
あ
り
ま
す
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
２

　
相
談
支
援
事
業
所
ゆ
う
う
ん

　
☎
941

-

６
０
１
５

掲
示
板

b
u
l
l
e
t
i
n
 
b
o
a
r
d

行
政
書
士
会
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
な
ど
の
作

成
や
手
続
き
を
代
理
で
行
っ
た
り
、
相

談
に
応
じ
た
り
す
る
法
律
の
専
門
家
に

よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
続
、

遺
言
、
土
地
の
有
効
活
用
な
ど
に
関
し

て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
10
月
16
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ
／
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
役
場
北
館
２
階
）

相
談
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
県
行
政
書
士
会
三
島
支
部

　
☎
978

-

１
１
１
３

知
徳
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
徳
高
校
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き
／

■
10
月
15
日
㈭
、
16
日
㈮

　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
12
時
35
分

■
10
月
17
日
㈯

　
午
前
８
時
45
分
～
11
時
35
分

と
こ
ろ
／
知
徳
高
校
（
竹
原
３
５
４
）

内　
容
／

　
授
業
（
通
常
日
課
）、
施
設
見
学

※�
17
日
㈯
の
み
午
後
２
時
ま
で
部
活
動

見
学
が
可
能
で
す
。

対　
象
／

　

�

地
域
住
民
、保
護
者
、同
窓
生
、学
校

関
係
者
（
近
隣
中
学
・
高
校
）
な
ど

※�

直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
事
務
室
に
て
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

問　
知
徳
高
校　
☎
975

-

０
０
８
０

脳
い
き
い
き
講
座

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
認
知
症
の
仕
組
み
を
知
り
、
認
知
症

に
な
ら
な
い
・
さ
せ
な
い
た
め
の
生
活

習
慣
を
わ
か
り
や
す
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　
き
／
11
月
７
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
福
祉
会
館

内　
容
／

■
第
一
部　
認
知
症
の
正
し
い
理
解

■
第
二
部　
認
知
症
の
予
防
と
秘
訣

講�　
師
／
志
村
孚
城
さ
ん（
日
本
早
期

認
知
症
学
会
理
事
長
）、奥
山
恵
理
子

さ
ん（
日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会
代
議
員
）

定　
員
／
80
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
部

　
☎
929

-

９
８
２
０

「
沼
津
市
退
職
教
職
員
作
品
展
」

を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
10
月
20
日
㈫
～
25
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ
／
沼
津
教
育
会
館

　
（
沼
津
市
本
字
丸
子
町
７
５
２

-

11
）

内�　
容
／
絵
画
・
書
・
工
芸
・
陶
芸
・

彫
塑
・
写
真
・
文
芸
な
ど
の
展
示

入
場
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
沼
津
教
育
会
館　
☎
964

-

５
５
０
０

●掲示板に掲載を希望される方は、次のことにご注意ください●
①原稿には「とき、ところ、内容、対象、定員、参加費、申込期限、問い合わせ先、電話番号」を記載してください。②開催日、申込期限は、
広報発行日の10日以降に設定してください。③掲載は町内で無料で開催されるものを優先させていただきます。④情報は紙面の都合上、内容の
省略および掲載できない場合があります。⑤原稿の提出期限は掲載を希望する広報発行日の１カ月前とさせていただきます。
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　８月30日㈰に行われた総合防災訓練の中で、初
めての取り組みとして「多様な視点に配慮した避
難所設置訓練」を行いました。子育て中の町女性
職員や幼稚園教諭が参加し、講師の池田恵子さん
（静岡大学教育学部教授）の助言をもとに、乳幼児
のいる世帯や妊産婦が持つ不安を考慮した避難所
のレイアウトなどを検討しました。

様な視点に配慮した
避難所設置訓練多

　今年度、10人の町民の方が満100歳を迎えます。
８月に町長が自宅などを訪問し、祝福しました。
100歳を迎えられた方は次の皆さんです。おめで
とうございます！
川口ふささん（下土狩）� 平田かねさん（中土狩）
北野あきさん（中土狩）� 渡邉みさをさん（本宿）
土屋貞雄さん（下長窪）� 廣瀨シノさん（下長窪）
藍澤すな子さん（下土狩）�立林松雄さん（中土狩）
杉山よし江さん（納米里）�成田　貞さん（元長窪）

人の方が100歳に！
おめでとうございます10

　焼津市年金受給者協会ウォーキング部の会員80
人が、８月27日㈭に鮎壺の滝を訪れました。会員
の皆さんはガイドの説明を熱心に聞きながら「街
中にこんなに大きな滝があってすばらしい。説明
を聞きながら滝を見ると、ただ滝を見るのとは異
なる魅力を知ることができた」と話してくれまし
た。

壺の滝の魅力を町外にも
焼津市ウォーキング部訪問鮎

　町は㈱セブン ‐イレブン・ジャパンと「高齢者等
見守りネットワーク事業協定」を締結し、８月21
日㈮に調印式を行いました。宅配サービス中に高
齢者宅の異変に気付いたときに町へ通報するなど、
高齢者の見守りに協力する協定です。
　町長は「高齢者が安心して生活できるまちづく
りを強化したい」と話しました。

心な生活を支えるため
高齢者見守り協定を締結安
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　三島市と長泉町では、住民に世界最高レベルの
試合を観戦してもらおうと、バレーボールのワール
ドカップ大会に備えて三島市内で合宿を行ってい
たアメリカ男子代表チームを招き、９月２日㈬に
東レアローズ体育館で東レアローズとのエキシビ
ションマッチを企画しました。集まった観客は、迫
力ある試合に夢中になって声援を贈っていました。

界レベルの試合を間近に！
アメリカ代表のプレーを観戦世

　８月17日㈪から25日㈫に町内の中学生12人が国際姉妹
都市ワンガヌイを訪れ、ホームステイをしながら現地の
ラザフォード中学校に通いました。また、大自然の中で
のウォーキングや乗馬を体験したり、博物館でマオリ文
化を学んだり、ワンガヌイの自然文化を直接肌で感じて
きました。最初は不安気な表情を浮かべていた研修生た
ちですが、最終日には「まだ帰りたくない！」と涙を浮
かべる姿が見られました。

　９月５日㈯に水と緑の杜公園を会場にワンデー
チャレンジが開催され、家族や友だち同士など、
約250人の方が参加しました。
　参加者たちは、アマゴのつかみ取りや竹のおも
ちゃ作り、スイカ割りなどを楽しんだり、レスキュー
講座で水の事故の対処法などを学んだり、自然の
中での遊びを満喫しました。

然の中で遊ぼう！
ワンデーチャレンジ自

を越えてワンガヌイへ！
ニュージーランド語学研修海

▲市内の植物園ブッシ―パークにて野鳥見学

▲市長表敬訪問も行いました▲ラザフォード中学校の学生と
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ジオパークジオパーク地域の魅力
再発見
地域の魅力
再発見 だ　よ　り

問い合わせ　産業振興課　☎989‐5516
　　　　　　ながいずみ観光交流協会　☎988‐8780

Vol.7

問い合わせ　青木村役場・総務企画課　☎0268‐49‐0111
姉 妹 都 市 通 信 !Hello青木村から長野県長野県

幻の「つるべ落としの滝」
　つるべ落としの滝は、板

ばん

状
じょう

節
せつ

理
り

の発達した愛鷹山
の溶岩にかかる落差20ｍの滝です。愛鷹山水神社か
らつるべ落としの滝に至る遊歩道では、同様の板状
節理や溶岩の表面を渓流が削ってできた千じょう岩
など、安山岩質の厚い溶岩流がつくる地形や構造を
楽しむことができます。
　水が流れ落ちている様子は、梅雨などの雨量の多
い時期にしか見ることができず、「幻の滝」とも呼
ばれています。

雨量の多い時期の滝（左）と少ない時期の滝（右）。
全く水が見えないこともあります。

つるべ落としの滝は、長泉町森林公園または愛鷹山水神社
からのハイキングコース上にあります。詳しくは、産業振
興課で配布しているハイキングガイドをご覧ください。

Interview

後藤治彦さん
元長窪在住。桃沢川から愛鷹山
を考える会「MAC」会員。愛鷹
山の地形・動植物などに詳しい。

　つるべ落としの滝の上には沢があり、水が流
れているのですが、滝にたどり着くまでにほとん
どの水が見えなくなってしまいます。愛鷹山の
滝はほとんどが「幻の滝」で、水が流れている
滝のほうが珍しいです。溶岩の中には割れ目が
たくさんあって、水が染み込みやすくなってい
るので、よほど水が多い時期でないと地表には
出てきません。山を登るとき、そういった滝を

見つけるのも楽しみのひと
つになっています。

総合防災訓練を開催
　青木村では、９月６日㈰に総合防災訓練を開催し
ました。消防団では、早朝６時から「道の駅あおき」
を出火地点とし、周辺の国道を片側通行規制とする
などして火災想定訓練を行いました。
　また、土砂災害警戒情報が発表され、村内全域に
避難指示が出たという想定のもと、ハザードマップ
を活用し各地区の危険箇所の安全確認を行う訓練も
実施しました。区と消防団が連携して行うという初
の試みでしたが、今回だけでなく、今後もより連携
を深めた体制作りが期待されます。
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協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－935－0119

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

外　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

内　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

小児科

16日㈮ 萩野クリニック （966）7111� 沼津市根古屋 花クリニック （987）9145� 長泉町下土狩 さくま小児科 （992）6303� 裾野市茶畑

17日㈯ 池田病院 （986）1212� 長泉町本宿 望星第一クリニック （922）0222� 沼津市柳町 りゅうじん医院 （988）3133� 長泉町下土狩

18日㈰ 遠藤医院 （997）0533� 裾野市葛山
五十嵐クリニック （934）6700� 沼津市志下

かとう内科医院 （946）5562� 沼津市大岡
池田病院 （986）1212� 長泉町本宿
遠藤医院 （997）0533� 裾野市葛山

田中医院 （921）2053� 沼津市高島町

19日㈪ 田沢医院 （962）1205� 沼津市大手町 東名裾野病院 （997）0200� 裾野市御宿 西村医院 （971）6510� 長泉町下土狩

20日㈫ ひがしおかクリニック （941）8269� 清水町柿田 清水館医院 （993）2323� 裾野市茶畑 すずきファミリー （960）0333� 沼津市一本松

21日㈬ 酒井医院 （966）1755� 沼津市今沢 薬袋クリニック （933）0148� 清水町徳倉 杉谷小児科 （923）6543� 沼津市筒井町

22日㈭ 池田病院 （986）1212� 長泉町本宿 あそうクリニック （929）7575� 沼津市筒井町 坂小児科 （931）3233� 沼津市下香貫前原

23日㈮ 関外科 （921）2185� 沼津市花園町 本村クリニック （969）0001� 沼津市大塚 まるやま小児科 （981）8577� 清水町堂庭

24日㈯ 聖隷沼津 （952）1000� 沼津市松下 杉山病院 （963）4114� 沼津市錦町 さくま小児科 （992）6303� 裾野市茶畑

25日㈰ 遠藤クリニック （975）8801� 清水町久米田
山本整形外科・循環器科 （989）8111� 長泉町南一色

林（秀）医院 （931）1120� 沼津市住吉町
やぐちクリニック （973）3811� 清水町伏見
新井クリニック （992）0811� 裾野市久根

すずきファミリー （960）0333� 沼津市一本松

26日㈪ 香貫医院 （931）2465� 沼津市本郷町 小林（今沢）医院 （966）7700� 沼津市今沢 まるやま小児科 （981）8577� 清水町堂庭

27日㈫ 東医院 （921）5520� 沼津市高沢町 べっく・クリニック （921）1300� 沼津市西沢田 りゅうじん医院 （988）3133� 長泉町下土狩

28日㈬ おおしろクリニック （976）0027� 清水町堂庭 福士クリニック （932）3553� 沼津市下香貫藤井原 田中医院 （921）2053� 沼津市高島町

29日㈭ 池田病院 （986）1212� 長泉町本宿 今井医院 （921）3211� 沼津市五月町 西村医院 （971）6510� 長泉町下土狩

30日㈮ ふじわらクリニック （924）8777� 沼津市寿町 さはこクリニック （999）3850� 長泉町中土狩 大橋内科・小児科 （992）2800� 裾野市佐野

31日㈯ 瀬尾記念慶友 （935）1511� 沼津市下香貫島郷 大橋内科・小児科 （992）2800� 裾野市佐野 杉谷小児科 （923）6543� 沼津市筒井町

耳鼻科
８：00～17：00

18日
㈰

善得クリニック
0545（51）8733　富士市今泉

25日
㈰

内藤耳鼻咽喉科
（987）1717　長泉町桜堤

眼　科
８：00～17：00

18日
㈰

小野眼科
（929）1881　沼津市高島町

25日
㈰

アミクリニック
（981）3341　清水町長沢

産婦人科
８：00～17：00

18日
㈰

聖隷沼津
（952）1000　沼津市松下

25日
㈰

岩端医院
（962）1368　沼津市大手町

歯　科
９：00～15：00

18日
㈰

しんあい歯科医院
（973）6686　清水町伏見

25日
㈰

梶歯科医院
（994）1344　裾野市石脇

月16日〜31日

救急協力医10

※10月10日㈯の小児科はさくま小児科から「よざ小児科　（967）5722　沼津市原」に変更になりました。
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